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今
回
か
ら
阿
久
比
町
の
境
界
線
に
ぶ
ら

り
旅
に
出
掛
け
る
こ
と
に
し
た
。

役
場
か
ら
常
滑
市
と
の
境
を
目
指
し
て
、

友
人
と
二
人
で
西
へ
向
か
っ
て
歩
く
。
地

図
を
片
手
に
進
む
が
、
目
印
に
な
る
も
の

が
な
く
境
界
を
探
す
の
は
な
か
な
か
難
し

い
。
看
板
に
目
を
や
る
と
「
常
滑
市
」
の

表
示
が
あ
っ
た
の
で
歩
く
方
角
を
左
手
に

折
れ
、
南
に
向
か
う
。

天
候
は
晴
れ
。
真
っ
青
な
空
に
は
飛
行

機
が
通
っ
た
跡
が
白
く
十
文
字
に
残
る
。

田
ん
ぼ
の
土
手
に
タ
ン
ポ
ポ
が
咲
き
、
ミ

ツ
バ
チ
が
花
の
周
り
を
飛
ぶ
。「
ピ
チ
、
ピ

チ
ピ
チ
、
ピ
チ
」
鳥
が
さ
え
ず
る
。

「
春
で
す
よ
ね
」。「
ち
ょ
っ
と
聞
い
て

く
れ
る
か
。
き
の
う
車
に
乗
っ
て
信
号
待

ち
し
て
い
た
ら
、フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に『
ボ

タ
ッ
』
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
み
た
い
な
も
の
が

落
ち
て
き
て
、
び
っ
く
り
し
た
ん
だ
よ
。

カ
ラ
ス
の
仕
業
で
、
そ
の
量
が
半
端
じ
ゃ

な
い
ん
だ
。
く
そ
ー
・
・
・
・
」。「
春
本

番
を
迎
え
、 
運 
が
付
い
た
じ
ゃ
な
い
で
す

う
ん

か
」。「
・
・
・
・
」

舗
装
さ
れ
た
道
、
砂
利
道
、
常
滑
市
と

の
境
界
だ
と
思
う
道
を
進
む
。
無
心
で
歩

く
。
人
気
は
ま
っ
た
く
な
い
。
途
中
坂
道

に
な
り
前
方
の
景
色
が
見
え
な
い
。
ど
こ

を
歩
い
て
い
る
か
不
安
に
な
る
。
頂
上
が

近
づ
く
に
つ
れ
て
先
が
開
け
て
く
る
。
よ

う
や
く
目
の
前
に
阿
久
比
町
、
常
滑
市
、

半
田
市
が
入
り
組
む
「
半
田
池
」
が
見
え

て
き
た
。
一
つ
峠
を
越
え
る
。

常
滑
市
と
の
境
界
に
別
れ
を
告
げ
、
半

田
市
と
の
境
界
に
な
る
矢
勝
川
沿
い
を
歩

く
。
川
を
隔
て
た
雑
木
林
で
ウ
グ
イ
ス
が

鳴
く
。「
ホ
ー
、・
・
・
ケ
キ
ョ
」
鳴
き
方

は
ぎ
こ
ち
な
い
が
確
か
に
ウ
グ
イ
ス
だ
。

し
ば
ら
く
耳
を
澄
ま
す
。
ウ
グ
イ
ス
は
鳴

き
声
の
練
習
を
繰
り
返
す
。
三
回
目
の
鳴

き
声
が「
ホ
ー
、ホ
ケ
キ
ョ
」に
変
わ
る
。思

わ
ず
拍
手
を
し
た
。「
と
っ
て
も
ウ
グ
ッ
ー

�

�

�

イ
ス
な
気
分
だ
よ
ね
」。「
そ
う
で
す
ね

グ
ッ
、
グ
ッ
、
グ
ッ
、
グ
ッ
、
グ
ッ
ー
で

す
よ
」。春
ら
し
い
絶
好
調
な
会
話
が
続
く
。

知
多
半
島
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
合

流
す
る
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
人
た

ち
と
す
れ
違
う
。
自
転
車
に
乗
る
人
た
ち

は
、
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
風
を
感
じ
な
が

ら
、
私
た
ち
の
横
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

二
人
と
も
疲
れ
の
ピ
ー
ク
を
感
じ
て
会

話
が
な
く
な
る
。
高
田
橋
ま
で
き
た
。
目

が
会
っ
た
の
で
、
軽
く
う
な
ず
き
今
日
の

ぶ
ら
り
旅
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。
近
く

の
植
大
駅
か
ら
電
車
に
乗
り
出
発
地
点
に

戻
っ
た
。

次
回
に
つ
づ
く
。
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阿久比町と常滑市との境界

知多半島サイクリングロード合流点


